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昭
和
　
年
に
友
好
都
市
親
善
協
定

５３

　『
北
海
道
の
へ
そ
』
富
良
野
市
と
『
日
本
の

へ
そ
』
兵
庫
県
西
脇
市
が
、『
へ
そ
』
が
と
り

も
つ
縁
で
友
好
都
市
親
善
協
定
を
結
ん
だ
の

が
昭
和
　
年
　
月
　
日
。

５３

１０

２０

　
あ
れ
か
ら
　
年
、
西
脇
市
と
富
良
野
市
は

３０

様
々
な
交
流
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
富
良
野
市
か
ら
は
、
西
脇
市
で
開
催
さ
れ

る
「
日
本
の
へ
そ
・
西
脇
市
子
午
線
マ
ラ
ソ

ン
大
会
」
や
「
兵
庫
レ
デ
ィ
ー
ス
マ
ラ
ソ
ン
」

に
参
加
し
た
り
、「
へ
そ
の
西
脇
・
織
物
ま
つ

り
」
へ
の
訪
問
や
、「
西
脇
市
春
の
カ
ル

チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
子
ど
も
た
ち

の
絵
画
な
ど
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
西
脇
市
か
ら
は
、「
北
海
へ
そ
祭
り
」

「
ふ
ら
の
ス
キ
ー
祭
り
」
へ
の
参
加
、「
富
良

野
市
子
ど
も
交
流
美
術
展
」
へ
子
ど
も
た
ち

の
絵
画
を
出
展
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　
他
に
も
、
職
員
人
事
交
流
を
行
っ
た
り
、

様
々
な
行
事
に
た
く
さ
ん
の
富
良
野
市
民
と

西
脇
市
民
が
両
市
を
行
き
来
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
　
年
に
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
が
姉

５４

妹
都
市
を
提
携
し
、
翌
　
年
に
は
青
年
会
議

５５

所
が
親
善
協
定
を
結
ん
で
、
友
好
の
絆
を
深

め
て
い
ま
す
。

西
脇
市
で
『
提
携
　
周
年
記
念
式
典
』

30

市
民
同
士
が

市
民
同
士
が
　
　
　

友
好
友
好
のの
絆
を
深
め

絆
を
深
め
るる

上：市民ツアーに参加した富良野市民と西脇市民が出席し行われた、西脇市・富良野市
　　友好都市提携３０周年記念式典（１１月９日）
右：西脇産業フェスタにおいて富良野物産を販売する西脇市職員と市民ツアー 参加者
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ま
た
、
富
良
野
市
立
樹
海
小
学
校
と
西
脇

市
立
双
葉
小
学
校
で
も
児
童
生
徒
の
交
流
が

　
年
以
上
も
続
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
　
年

１０

３０

間
に
刻
ま
れ
た
交
流
の
歴
史
は
、
両
市
民
の

友
好
の
輪
を
確
実
に
広
げ
て
き
て
い
ま
す
。

西
脇
市
で
開
催
さ
れ
た
式
典
に
　

富
良
野
市
民
　
名
が
出
席

３３

　
今
年
は
、
友
好
都
市
親
善
協
定
締
結
か
ら

　
周
年
を
迎
え
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
富
良

30野
市
民
　
名
が
ツ
ア
ー
を
組
ん
で
西
脇
市
を

１５

訪
問
し
ま
し
た
。
一
行
は
西
脇
産
業
フ
ェ
ス

タ
で
富
良
野
特
産
物
の
販
売
と
P
R
を
し
た

あ
と
、
西
脇
市
役
所
を
表
敬
訪
問
し
、
記
念

式
典
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
　
月
9
日
夜
、
西
脇
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行

11
な
わ
れ
た
式
典
に
は
、
富
良
野
市
か
ら
市
長
、

市
議
会
議
員
、
市
民
ツ
ア
ー
参
加
者
な
ど
　33

名
、
西
脇
市
民
　
名
が
参
加
し
、
西
脇
市
の

81

女
性
職
員
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
演
奏
で
幕

を
開
け
ま
し
た
。
西
脇
市
の
來
住
壽
一
市
長

か
ら
「
多
く
の
市
民
が
交
流
し
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
、
特
産
品
な
ど
幅
広
い
分
野
で
交
流

を
深
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
一
層
の
友
好
親

善
を
図
り
な
が
ら
、
両
市
が
互
い
に
高
ま
り

合
い
、
共
に
発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
富
良
野
市
か
ら
能
登
芳
昭
市
長
が
「
異

な
っ
た
文
化
・
歴
史
を
持
っ
て
い
る
両
市
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
お
互
い
か
ら
刺
激
を
受
け
、

　
富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
和
田

秀
紀
会
長
）
は
、
西
脇
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
と
昭
和
　
年
に
姉
妹
提
携
を
結
び
、

５４

青
少
年
交
換
事
業
活
動
な
ど
を
通
し
て

交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
今
年
　
回
目
を
迎
え
た
青
少
年
交
換

１５

そ
う
で
す
。

　
和
田
会
長
は
、「
今
後
は
、
富
良
野
市

の
ブ
ラ
ン
ド
力
と
西
脇
市
の
技
術
力
を

合
わ
せ
お
互
い
の
地
域
の
活
力
づ
く
り

に
な
る
よ
う
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
す
。

富
良
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は
、
青
少
年

交
換
事
業
を
通
し
て
互
い
の
良
さ
を
確
認

事
業
。
普
段
の
生
活
で
は
味
わ
う
こ
と

の
で
き
な
い
環
境
や
文
化
を
体
験
し
、

多
く
の
人
と
触
れ
合
う
こ
と
で
、
心
豊

か
な
人
間
性
を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
と

実
施
し
て
お
り
、
富
良
野
で
の
受
け
入

れ
は
８
回
目
に
な
り
ま
す
。

　
西
脇
市
の
交
換
生
５
名
が
３
泊
４
日

の
日
程
で
同
年
代
の
い
る
ク
ラ
ブ
会
員

宅
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、
へ
そ
祭
り
や

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
作
り
な
ど
を
体
験
し

ま
し
た
。
こ
の
事
業
を
き
っ
か
け
に
富

良
野
市
に
遊
び
に
来
て
い
る
方
も
い
る

　
富
良
野
市
立
樹
海
小
学
校
（
児
童
数

　
名
）
は
、
同
規
模
校
の
西
脇
市
立
双

５１葉
小
学
校
（
児
童
数
　
名
）
と
の
交
流
を

３０

始
め
て
か
ら
、　

年
以
上
が
経
ち
ま
す
。

１０

　
も
と
も
と
は
富
良
野
市
立
樹
海
東
小

学
校
で
行
わ
れ
て
い
た
交
流
で
す
が
、

　
樹
海
小
学
校
の
児
童
は
、
双
葉
小
学

校
か
ら
来
る
手
紙
や
写
真
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
樹
海
小
学
校
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
息
の
長
い
交
流
を
続
け
て
い

き
、
ま
た
双
葉
小
学
校
を
訪
れ
交
流
が

で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

樹
海
小
学
校
で
は
、
双
葉
小
学
校
と

手
紙
な
ど
で
心
の
絆
を
深
め
て
い
ま
す

統
合
に
よ
り
樹
海
小
学
校
と
な
っ
た
今

も
双
葉
小
学
校
の
交
流
は
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
毎
年
、
樹
海
小
学
校
の
児
童

が
作
っ
た
と
う
も
ろ
こ
し
や
か
ぼ
ち
ゃ

と
一
緒
に
一
人
ひ
と
り
が
書
い
た
手
紙

や
学
校
行
事
の
写
真
な
ど
を
双
葉
小
学

校
に
送
り
、
双
葉
小
学
校
か
ら
は
栗
や

さ
つ
ま
い
も
と
一
緒
に
子
ど
も
た
ち
か

ら
の
手
紙
が
届
く
な
ど
、
心
の
絆
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
平
成
９
年
、　

年
に
は
相
互
学
校
訪

１０

問
交
流
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

へその

絆①
へその

絆②
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お
互
い
が
学
び
あ
う
こ
と
で
、
両
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
新
し
い
発
展
が
生
ま
れ
ま
す
。
友

好
の
絆
が
益
々
深
ま
り
、
友
情
が
い
つ
ま
で

も
続
き
、
そ
れ
ぞ
れ
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
一
層
の
発
展
を
遂
げ
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
ま
す
」
と
、
こ
れ
ま
で
友
好

を
築
い
て
こ
ら
れ
た
関
係
者
に
感
謝
を
述

べ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
友
好
発
展
を
誓
い

ま
し
た
。

　
祝
賀
会
で
は
、
内
橋
直
昭
元
西
脇
市
長
と

会
田
系
伍
ふ
ら
の
観
光
協
会
専
務
理
事
が

テ
ー
ブ
ル
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
の

思
い
出
な
ど
懐
か
し
い
話
を
披
露
し
た
ほ

か
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
と
絆
を
深
め

る
な
ど
、　

年
間
の
交
流
の
中
で
、
友
情
を

30

交
わ
し
た
方
々
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
懐

か
し
み
、
再
会
を
約
束
し
て
、
式
典
を
終
え

ま
し
た
。

『
へ
そ
』
の
絆
は
永
遠
に

　
友
好
都
市
親
善
協
定
提
携
　
年
の
歴
史

30

の
中
で
、
先
人
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
た
く
さ

ん
の
人
た
ち
が
共
に
喜
び
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
築
き
上
げ
て
き
た
友
好
の
絆
は
、
年

を
重
ね
る
ご
と
に
強
く
太
い
絆
と
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。　

　
　
周
年
記
念
式
典
を
契
機
に
、
あ
ら
ゆ
る

30
分
野
で
お
互
い
に
向
上
し
合
い
『
へ
そ
の
ま

ち
』
と
し
て
西
脇
市
と
富
良
野
市
と
が
一
層

の
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、
両
市
の
友
好

の
絆
を
益
々
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
富
良
野
市

と
西
脇
市
の
児
童
生
徒
の
絵
画
や
書

写
、
図
工
、
版
画
な
ど
を
交
換
す
る

文
化
交
流
を
　
年
以
上
前
か
ら
行
っ

２０

て
お
り
、
毎
年
約
　
点
の
絵
画
な
ど

６０

を
交
換
展
示
し
て
い
ま
す
。

深
め
て
い
ま
す
。　

　
今
後
も
児
童
生
徒
の
作
品
が
、
富
良

野
市
、
西
脇
市
の
友
好
の
輪
を
、
よ
り

一
層
広
げ
る
架
け
橋
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
続
け
ら
れ
ま
す
。

小
中
学
生
の
児
童
生
徒
が
絵
画
な
ど
を

通
じ
て
、
文
化
交
流
で
友
好
の
輪
を

　
西
脇
市
児
童
生
徒
の
作
品
は
、
富

良
野
市
の
文
化
祭
に
「
子
ど
も
友
好

交
流
美
術
展
」
と
し
て
展
示
し
、
富

良
野
市
児
童
生
徒
の
作
品
は
、
西
脇

市
で
毎
年
３
月
に
行
わ
れ
て
い
る

「
春
の
カ
ル
チ
ャ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」
で
『
友
好
都
市
富
良
野
市
子
ど
も

作
品
展
』
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
展
示
交
換
を
通
じ
て
、
児
童

生
徒
が
お
互
い
の
生
活
文
化
に
ふ
れ
あ

い
、
街
や
生
活
の
様
子
な
ど
を
理
解
し
、

ま
た
想
像
す
る
こ
と
で
、
心
の
交
流
を

　
富
良
野
青
年
会
議
所
（
金
倉
康
裕

会
長
）
は
、
西
脇
市
と
富
良
野
市
の

友
好
都
市
提
携
を
機
に
、
昭
和
　
年
５５

に
親
善
協
定
を
結
び
、
友
好
都
市
事

業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
京
都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
日

　
金
倉
会
長
は
、
「『
へ
そ
』
の
縁
で
出

会
っ
た
同
志
の
友
情
、
そ
し
て
絆
が
決

し
て
途
絶
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、

今
後
も
交
流
を
続
け
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
そ
れ
を
何
か
形
に
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

富
良
野
青
年
会
議
所
で
は
、

毎
年
の
全
国
会
議
で
交
流
を
深
め
る

本
青
年
会
議
所
京
都
会
議
に
共
に
参

加
し
て
西
脇
市
青
年
会
議
所
と
交
流

を
深
め
、
ま
た
、
両
会
議
所
の
節
目

と
な
る
記
念
式
典
が
あ
る
年
に
は
両

市
を
行
き
来
し
、
お
互
い
を
称
え
、

励
ま
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
青
年
会

議
所
で
の
活
力
と
し
て
い
ま
す
。

　
青
年
会
議
所
を
卒
業
し
た
後
も
、
家

族
で
富
良
野
に
訪
れ
、
「
北
海
へ
そ
祭

り
」
に
参
加
す
る
な
ど
、
今
ま
で
培
っ

た
絆
の
芽
を
、
し
っ
か
り
と
育
ん
で
い

ま
す
。

へその

絆④

へその

絆③
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日
下
さ
ん
は
、
昭
和
　
年
富
良

４４

野
地
方
石
油
業
協
同
組
合
理
事
、

昭
和
　
年
に
副
理
事
長
、
昭
和
　

４６

６０

年
に
理
事
長
に
就
任
。
以
来
理
事

長
退
任
ま
で
　
年
間
に
わ
た
り
富

３３

良
野
広
域
１
市
４
町
村
の
石
油
販

売
企
業
　
社
の
企
業
発
展
に
努
力

３１

さ
れ
、
地
域
消
費
者
に
信
頼
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
発
展
、
産
業
経

済
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
表
さ
れ
、
北
海
道
産
業
貢
献

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

北海道産業貢献賞
日下　博行 さん

平
成
　
年
度
富
良
野
市
青
少
年
表
彰

２０

　
本
年
度
の
富
良
野
市
青
少
年

表
彰
式
が
　
月
　
日
、
文
化
会

１１

２３

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
次
の
３

名
の
方
で
す
。

　
小
林
さ
ん
は
、
父
よ
り
受
け
継

い
だ
　
佐
の
森
林
を
記
録
、
管
理

４８

し
、
自
ら
考
え
た
設
計
に
も
と
づ

い
て
計
画
的
な
森
林
施
業
を
実
施

し
、
平
成
　
年
度
に
北
海
道
指
導

１９

林
家
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
の
受
賞
は
、
見
本
と
な
る
森
林

施
業
の
実
施
と
健
全
な
森
林
が
形

成
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
表
さ
れ
、

ほ
っ
か
い
ど
う
森
林
づ
く
り
コ
ン

ク
ー
ル
の
カ
ラ
マ
ツ
の
部
で
優
秀

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

上
坂
　
学
さ
ん
（
　
歳
）
西
町

３０

鴇
田
　
基
さ
ん
（
　
歳
）
東
麻
町

２３

棟
方
　
康
明
さ
ん
（
　
歳
）
扇
町

２６

 富良野広域連合初議会開催

　

富
良
野
広
域
連
合
の
初
議
会
が　
１０

月　

日
、
第
１
回
臨
時
会
と
し
て
開
催

２２
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
議
会
で
は
、
９
月
１
日
の
設
立
に

伴
っ
て
制
定
し
た
条
例
等
の
専
決
処

分
報
告　

件
、
今
回
制
定
す
る
一
般
会

１６

計
予
算
及
び
条
例
案
９
件
、
人
事
案
件

８
件
を
審
議
し
可
決
さ
れ
た
ほ
か
、
議

長
・
副
議
長
の
選
挙
や
選
挙
管
理
委
員

会
委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙
・
議
会
常

任
委
員
会
委
員
の
選
任
、
さ
ら
に
、
議

会
提
案
の
条
例
案
等
が
可
決
さ
れ
閉

会
し
ま
し
た
。

　

議
決
・
承
認
等
の
さ
れ
た
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

人
事
案
件
（
８
件
）

◎
議　

長　

西
村
昭
教

◎
副
議
長　

岡
本
俊

◎
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

藤
田
稔
、
堀
川
眞
理
、
早
坂
睦
弘
、

　

宮
田
雅
夫

◎
選
挙
管
理
委
員
会
補
充
員

　

藤
本
利
昭
、
高
畑
公
子
、
荏
原
哲
、

　

堀
田
修
司

◎
常
任
委
員
会

　

総
務
産
業
委
員
長　

安
井
士
八

　

総
務
産
業
副
委
員
長　

鹿
野
重
博

　

文
教
環
境
委
員
長　
　

菊
地
敏
紀

　

文
教
環
境
副
委
員
長　

長
谷
川
耿
聰

◎
監
査
委
員

　

代
表
監
査
委
員　

松
浦
惺

　

議
会
選
出
監
査
委
員　

佐
々
木
優

◎
事
務
管
理
者　

石
井
隆

◎
教
育
委
員
会
委
員　

　

宇
佐
見
正
光
、
北
川
雅
一
、
中
野
守
、

　

森
敏
範
、
藤
本
重
克

※
な
お
、
各
市
町
村
の
議
会
第
３
回
定
例

会
に
お
い
て
選
挙
さ
れ
た
議
員
は
次
の
と

お
り
で
す

◎
広
域
連
合
議
会
議
員

　
（
各
市
町
村
３
名
計　

名
）

１５

　

富
良
野
市
選
出
議
員　

　
　

菊
地
敏
紀
、
岡
本
俊
、
佐
々
木
優

　

上
富
良
野
町
選
出
議
員　

　
　

西
村
昭
教
、
渡
部
洋
己
、
中
村
有
秀

　

中
富
良
野
町
選
出
議
員

　
　

安
井
士
八
、
北
條
隆
光
、
西
原
淳
一

　

南
富
良
野
町
選
出
議
員

　
　

鹿
野
重
博
、
川
村
勝
彦
、
酒
井
年
夫

　

占
冠
村
選
出
議
員

　
　

小
峰
義
雄
、
長
谷
川
耿
聰
、

　
　

田
中
正
子

専
決
処
分
報
告
（　

件
）

１６

　

公
告
式
条
例
、
休
日
を
定
め
る
条
例
、

事
務
局
設
置
条
例
、
職
員
定
数
条
例
、
職

員
の
分
限
に
関
す
る
手
続
及
び
効
果
に

関
す
る
条
例
な
ど

条
例
案
等
議
案
（
９
件
）

　

一
般
会
計
予
算
、
議
会
定
例
会
条
例
、

監
査
委
員
条
例
、議
会
議
員
及
び
特
別
職

の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
、議
会
の
議
決

に
付
す
べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
な
ど

議
会
提
案
条
例
等
（
４
件
）

　

議
会
会
議
規
則
・
議
会
委
員
会
条
例
・

議
会
事
務
局
設
置
条
例
・
広
域
連
合
長
の

専
決
事
項
の
指
定

森林づくりコンクール

優秀賞 小林　博 さん
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協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

除
雪
車
の
出
動
基
準

　

降
雪
状
況
は
、
市
と
業
者
が
パ
ト
ロ
ー

ル
を
し
て
出
動
の
判
断
を
し
て
い
ま
す
。

　

虚
ほ
ぼ
連
続
し
た
降
雪
が
あ
り
、
新
た

な
積
雪
が　

㎝
に
達
し
た
と
き
、
許
わ
だ

１０

ち
や
暖
気
・
降
雨
、
吹
き
溜
ま
り
に
よ
り

路
面
状
態
が
悪
化
し
た
り
、
予
想
さ
れ
る

と
き
に
出
動
し
ま
す
が
、
午
後
９
時
か
ら

翌
日
午
前
３
時
ま
で
の
夜
間
の
作
業
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

除
雪
路
線
の
優
先
度

虚
１
種
路
線　

１
２
０
路
線
２
０
０
㎞

　

市
街
地
連
担
地
区
及
び
公
共
施
設
に
通

じ
る
路
線
を
主
体
に
積
雪
状
態
な
ど
を
常

に
把
握
し
、
交
通
に
支
障
が
あ
る
場
合
は

直
ち
に
除
雪
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
２

次
除
雪
も
行
い
ま
す
。

冬のくらしを快適冬のくらしを快適にに
過ごすため過ごすためにに

雪雪
除

問合せ 都市施設問合せ　都市施設課課
拶拶23‐35223‐35244 またはまたは拶拶39‐231339‐2313

今
冬
の
除
排
雪
計
画

　

今
冬
の
富
良
野
市
の
除
排
雪
計
画
は
、

市
道
除
雪
で
延
長
４
１
６
・
３
㎞
を
実
施

す
る
ほ
か
、
歩
道
除
雪
で
延
長　

・
８
㎞
、

５８

排
雪
延
長　

・
７
㎞
な
ど
総
延
長
５
７

９５

１
・
６
㎞
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

幹
線
と
通
学
路
は
午
前
７
時
　
分
、　

３０

生
活
路
線
は
午
前
９
時
ま
で
に

　

主
要
な
道
路
と
歩
道
は
、
通
勤
通
学
に

支
障
の
な
い
よ
う
に
原
則
と
し
て
午
前
７

時　

分
ま
で
に
通
行
可
能
な
状
態
を
確
保

３０
し
、
そ
の
他
の
生
活
路
線
は
午
前
９
時
ま

で
に
除
雪
作
業
が
終
了
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
長
時
間
の

降
雪
が
続
く
天
候
の
と
き
に
は
優
先
道
路

を
反
復
し
て
除
雪
す
る
た
め
、
生
活
路
線

の
全
部
を
終
了
す
る
ま
で
に
時
間
が
か
か

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

●
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
み
な
さ
ん
の
冬
の
生
活
が
少
し
で
も

快
適
に
な
る
よ
う
、
安
全
、
迅
速
、
効
果

的
な
除
排
雪
作
業
の
推
進
を
目
標
に
し

て
い
ま
す
。
次
の
こ
と
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

虚
歩
道
や
車
道
に
物
を
置
か
な
い
で
く

だ
さ
い

　
歩
道
や
車
道
に
看
板
、
旗
石
、
車
の
上

が
り
坂
な
ど
を
置
い
た
ま
ま
に
し
て
お

く
と
除
排
雪
作
業
の
障
害
に
な
り
ま
す
。

許
路
上
駐
車
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
路
上
駐
車
は
、
除
排
雪
作
業
の
最
大
の

敵
と
な
り
ま
す
。
た
っ
た
１
台
の
た
め
に

除
排
雪
車
両
が
通
れ
ず
、
作
業
が
で
き
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

距
玄
関
前
に
残
っ
た
雪
処
理
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

　
除
雪
の
際
に
、
車
庫
や
玄
関
前
に
は
雪

を
残
し
た
り
、
雪
を
押
し
つ
け
る
こ
と
の

な
い
よ
う
注
意
を
し
て
い
ま
す
が
、
残
さ

れ
た
雪
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
道
路
に
出

さ
な
い
よ
う
各
家
庭
で
雪
処
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

鋸
除
排
雪
車
に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ

さ
い
　
走
行
中
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
作
業
中

も
危
険
で
す
の
で
、
除
排
雪
車
に
は
絶
対

に
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

漁
自
宅
な
ど
の
敷
地
内
の
雪
は
各
家
庭

で
処
理
を
お
願
い
し
ま
す

　
歩
道
や
道
路
に
出
さ
ず
、
各
家
庭
で
処

理
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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雪捨て場所

小型・中型車(4ｔ)
以下専用　　　　

　市民のみなさんが、敷地内の雪を自ら搬入し、

投雪処理ができる場所ですのでご利用ください。

利用予定期間　12月15日～３月31日

　　　　　　　午前９時～午後５時

利用にあたっての注意事項

虚利用時間を守ってください

許ごみを一緒に持ち込まないでください

距年末年始は市役所当直に申し込みください

架都市施設課　拶３９‐２３１３

　山部支所（山部堆積場）拶４２‐２１２１
大型車(6ｔ)以上専用山部地区市民専用

許
２
種
路
線　

４
１
７
路
線
１
６
９
㎞

　

集
落
を
結
ぶ
路
線
及
び
市
街
地
内
の
路

線
を
主
体
に
、
１
種
路
線
の
終
了
後
に
除

雪
を
行
い
ま
す
。

距
３
種
路
線　

１
４
８
路
線
　
㎞
４˒

　

虚
許
以
外
の
路
線
で
、
初
期
の
降
雪
時

や
降
雪
が
比
較
的
少
な
い
時
に
、
２
種
路

線
と
同
じ
く
開
通
さ
せ
ま
す
。

鋸
指
定
外
の
路
線

　

農
作
業
の
準
備
な
ど
に
使
用
す
る
除
雪

指
定
外
の
市
道
は
、
融
雪
前
に
雪
割
除
雪

を
行
い
ま
す
。

排
雪
作
業
は
年
間
２
、
３
回
を
予
定

　

排
雪
作
業
は
、
年
間
２
、
３
回
を
予
定

し
て
い
ま
す
が
、
積
雪
状
態
に
よ
っ
て
変

更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

虚
堆
積
し
た
雪
や
道
路
幅
を
確
保
す
る
た

め
の
排
雪
、
路
面
整
正
の
た
め
の
排
雪
な

ど
を
行
い
ま
す
。
延
べ
約　

㎞
９６

許
仲
通
り
の
排
雪
を
実
施
し
ま
す
。
指
定

路
線
約
６
㎞

除
雪
に
関
す
る
要
望
・
苦
情
は
町
内

会
長
を
通
じ
て

　

今
冬
の
除
排
雪
を
担
当
す
る
業
者
は
、

入
札
の
結
果
、
下
記
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

除
排
雪
に
関
す
る
要
望
や
苦
情
は
、
町

内
会
長
を
通
じ
て
連
絡
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
除
雪
に
ご

協
力
を

　

ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
除
雪
に
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

ご
み
の
収
集
車
が
通
行
で
き
な
く
て
収

集
を
一
時
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
際
は
家
庭
で
の
保
管
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

○除雪ヘルパーを派遣します

対象は６５歳以上

　高齢や障がいなどにより除雪が困難な６５歳以

上のひとり暮らしの方やご夫婦などが、地域で

安心して生活できるよう、玄関前の避難通路の

確保を目的に、除雪ヘルパーを派遣しています。

利用料金は１シーズン(１１月～3月)で概ね2,000

円です。

架介護保険課　拶39‐2255

○国道冬期道路情報

　旭川開発建設部富良野道路事務所では、「三の

山峠、狩勝峠、美馬牛峠、金山峠、日高峠、桂

沢湖近辺」の冬期路面状況の情報提供を行って

います。次の店舗で掲示していますので、お出

かけの際にぜひご利用ください。

富良野市　　長田石油(東山)、高橋石油(西達布)

中富良野町　植田燃料給油所

上富良野町　ローソン上富良野大町店

　　　　　　想い出のふらの

南富良野町　道の駅「南ふらの」

占冠村　　　道の駅「しむかっぷ」、横川興産

架旭川開発建設部富良野道路事務所拶２３‐３１７１

○除雪地区ブロックと今冬の除排雪委託業者

委託業者地　　　　　　　　　区ブロック

共栄・ふらの・南

総合除雪業務委託共同企業体
山部・東山・西達布・老節布・平沢山部・東山地区

山伏・道路工業・富桑工業
総合除雪業務委託共同企業体

新富町・桂木町・西町・北斗町・朝日町・本町・
若松町・日の出町・幸町・弥生町・末広町・栄町・
若葉町・緑町・扇町・南町・御料・五区・
北の峰町・学田三区・島の下

西部地区

（富良野駅西側）

北央・共通・タイコウ
総合除雪業務委託共同企業体

新光町・錦町・花園町・瑞穂町・住吉町・麻町・
東町・春日町・学田・清水山・鳥沼・大沼・扇山・
布部・麓郷・布礼別・富丘・八幡丘

東部地区

（富良野駅東側）

山部雪堆積場 富良野大橋雪堆積場 ５条大橋雪堆積場
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連合会・町内会の話題をお知らせください。

　

桂
木
連
合
町
内
会
（
二
階
堂

孝
雄
会
長
）
で
は
、
市
の
出
前

講
座
を
利
用
し
て
懇
話
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。「
数
年
前
か

ら
年
に
３
回
開
催
し
て
い
ま
す

が
、
最
初
は
講
師
を
色
々
な
方

面
の
方
に
お
願
い
し
、
探
す
の

も
苦
労
し
て
い
ま
し
た
が
、
市

の
出
前
講
座
を
知
り
利
用
し
て

い
ま
す
」
と
二
階
堂
会
長
は
い

い
ま
す
。

　

今
年
は
１
回
目
を
６
月
５
日

に
開
催
し
、「
特
定
健
診
・
特

定
保
健
指
導
を
受
け
ま
し
ょ

う
」
を
テ
ー
マ
に
市
の
保
健
師

か
ら
ビ
デ
オ
・
ス
ラ
イ
ド
を
使

用
し
た
講
義
に
、　

名
も
の
参

72

加
が
あ
り
ま
し
た
。「
健
康
で

長
生
き
す
る
た
め
の
自
己
管
理
の

意
識
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
」
と

二
階
堂
会
長
は
い
い
ま
す
。

　

２
回
目
は　

月　

日
に
開
催
し
、

１０

１６

「
地
域
ぐ
る
み
の
防
災
対
策
」
と

「
A
E
D
の
取
扱
い
・
応
急
手
当
」

な
ど
に
つ
い
て
、
市
の
防
災
担
当

職
員
や
消
防
職
員
か
ら
講
義
を
受

け
ま
し
た
。
自
分
た
ち
の
ま
ち
は

自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
強
い
連

帯
意
識
を
持
っ
て
活
動
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
防
災
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
が
図
れ
た
そ
う
で
す
。

　

３
回
目
は　

月　

日
に
「
交
通

１１

１３

安
全
及
び
防
犯
活
動
」
に
つ
い
て

警
察
・
市
の
交
通
生
活
担
当
職
員

か
ら
講
義
を
受
け
ま
し
た
。
振
込

出前講座を利用して

懇話会を開催

西地区コミュニティセンターで開催された出前講座に
出席する桂木連合町内会のみなさん

■桂木連合会

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域コココココココココココココココココココココミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュュニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィィィィィィィィィィィ３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２

農
作
物
を
エ
ゾ
シ
カ
か
ら

守
る
た
め
に
、
地
域
総
出

で
防
護
フ
ェ
ン
ス
を
設
置

■
東
山
地
区
え
ぞ
鹿
対
策
協
議
会
■

　

東
山
地
区
で
は
、
エ
ゾ
シ
カ
に

よ
る
農
作
物
の
食
害
や
踏
害
に
よ

る
被
害
を
防
ぐ
た
め
平
成　

年
、

１７

農
家
約
１
８
０
戸
で
「
東
山
地
区

え
ぞ
鹿
対
策
協
議
会
」
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
農
地
外
周
を
囲

む
総
延
長
１
０
０
キ
ロ
に
、
２
万

５
千
本
の
支
柱
を
立
て
て
防
鹿

フ
ェ
ン
ス
を
設
置
す
る
計
画
で
す
。

　

東
山
地
区
で
は
昨
年
１
年
間
、

エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
ス
イ
ー
ト
コ
ー

ン
や
秋
ま
き
小
麦
な
ど
農
作
物
被

害
が
総
額
１
億
１
千
万
円
を
超
え

る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
が
、
今
年
、

鳥
獣
害
防
止
総
合
支
援
事
業
に

よ
っ
て
国
か
ら
２
分
の
１
の
補
助

を
受
け
、
残
り
を
市
と
農
協
の
助

成
と
各
農
家
が
負
担
し
て
、
総
事

業
費
１
億
４
千
７
百
万
円
で
取
り

組
み
が
可
能
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　

事
務
局
を
担
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
東

山
支
所
の
一
永
俊
彦
営
農
課
長
は

「
防
鹿
フ
ェ
ン
ス
は
喫
緊
の
課
題

で
し
た
。
経
費
を
節
減
す
る
た
め

に
、
材
料
を
直
接
購
入
し
て
、
農

家
自
ら
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
補
修
も
自
分
た
ち
で
行
う
の

で
、
維
持
管
理
の
し
や
す
い
も
の

を
選
び
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

防
鹿
フ
ェ
ン
ス
は
鋼
鉄
製
の
支

柱
を
地
上
２
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
ま

で
立
て
、
そ
の
間
に
樹
脂
性
の

ネ
ッ
ト
を
張
っ
て
い
く
も
の
で
、

高
い
耐
久
性
が
あ
り
ま
す
。
大
き

防鹿フェンスの設置に取り組む光陽地区のみなさん。３日間で１０００本の支柱を設置。

　
地
域
活
動
レ
ポ
ー
ト
曳
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み
詐
欺
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
を
使

い
犯
罪
の
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
ま
た
交
通
事
故
防
止
に
む

け
て
再
認
識
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
階
堂
会
長
は
、「
桂
木
連
合
会

に
は
７
町
内
会
が
あ
り
ま
す
が
、

老
人
ク
ラ
ブ
は
２
町
内
会
に
し
か

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
連
合
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
高
齢
者
の
方

に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
内
容
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
継

続
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
意
味
が

あ
り
、
こ
れ
か
ら
も
年
３
回
は
市

の
出
前
講
座
を
利
用
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。人

　
「
す
す
け
た
家
屋
、ま
き
の
に
お

い
。
今
で
も
五
郎
さ
ん
が
住
み
続

け
て
い
る
家
で
あ
り
た
い
」
と
話

す
の
は
、
ド
ラ
マ
「
北
の
国
か
ら
」

の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
を
保
全
管
理
し
て

い
る
野
村
守
一
郎
さ
ん
。

　

野
村
さ
ん
は
鹿
児
島
県
出
身
で
、

関
東
の
大
学
を
卒
業
後
、
富
良
野

塾
の
第
６
期
入
塾
試
験
に
合
格
。

２
年
間
学
ん
だ
あ
と
、
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
塾
に
残
り
、
舞
台
監
督
や

「
北
の
国
か
ら
」の
撮
影
に
携
わ
っ

て
い
ま
し
た
。

　
「
映
画
好
き
の
叔
父
の
影
響
で

小
学
校
高
学
年
の
と
き
に
は
脚
本

を
書
い
た
り
、
舞
台
道
具
を
作
っ

て
い
ま
し
た
。
中
学
１
年
の
と
き

に
、
同
級
生
と
８
ミ
リ
の
シ
ン
グ

ル
エ
イ
ト
で
自
主
映
画
を
制
作
す

る
な
ど
、
学
生
時
代
は
創
作
活
動

中
心
の
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し

た
」
と
、
舞
台
制
作
と
の
携
わ
り

「北の国から」のロケ地を守る

「観光や農業、地場産業が一緒に発展していくことが
健全な状況」と言う野村守一郎さん

良野に 野村 守一郎さん 
南　町 

の  む  ら しゅいちろう

に
つ
い
て
振
り
返
り
ま
す
。

　

転
身
の
き
っ
か
け
は
、
平
成　
１５

年
に
ふ
ら
の
観
光
協
会
が
「
北
の

国
か
ら
」
の
ロ
ケ
セ
ッ
ト
の
管
理

を
引
き
受
け
た
こ
と
。「
管
理
は

セ
ッ
ト
の
設
営
に
携
わ
っ
た
人

に
」
と
い
う
意
向
か
ら
、
野
村
さ

ん
に
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
保
全
管
理
は
、
劣
化
に

よ
る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、

展
示
の
方
法
や
チ
ラ
シ
の
作
成
、

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
ま
す
。「
ロ
ケ
地
を
訪
れ
る
人

は
、
生
活
感
の
あ
る
リ
ア
ル
な
世

界
を
求
め
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
思
い
思
い
の
続
編
を

描
き
ま
す
」
と
言
い
、「
だ
か
ら
こ

そ
、
自
分
の
仕
事
を
誠
実
に
こ
な

し
て
い
き
た
い
。
動
態
保
存
に
こ

だ
わ
り
、
風
呂
や
ス
ト
ー
ブ
は
い

つ
で
も
使
え
る
状
態
に
し
て
あ
り

ま
す
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
放
映
中
の
ド
ラ
マ
「
風
の

ガ
ー
デ
ン
」
で
は
、
出
演
者
の
宿

泊
や
エ
キ
ス
ト
ラ
の
手
配
な
ど
裏

方
で
活
躍
。
ド
ラ
マ
で
は
、
野
村

さ
ん
が
出
演
し
て
い
る
ラ
ジ
オ
ふ

ら
の
『
よ
う
こ
そ
ふ
ら
の
へ
』
の

番
組
が
流
れ
る
場
面
も
あ
り
ま
す
。

　
「
北
の
国
か
ら
ツ
ア
ー
」の
ガ
イ

ド
も
年
間　

件
ほ
ど
引
き
受
け
て

５０

い
ま
す
。

　
「
観
光
や
農
業
、地
場
産
業
が
一

緒
に
発
展
し
て
い
く
の
が
健
全
な

状
況
。
一
人
ひ
と
り
が
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
共
通
し
た
意
識
を
も

ち
、
環
境
や
自
然
と
の
共
存
を
考

え
る
こ
と
で
、
地
域
は
も
っ
と
魅

力
的
に
な
り
、
最
終
的
に
は
観
光

に
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

　
「
色
々
な
人
と
ふ
れ
合
う
の
が

楽
し
い
。
会
話
を
通
し
て
そ
れ
ぞ

れ
の
ニ
ー
ズ
を
感
じ
る
こ
と
が
刺

激
に
な
り
ま
す
」
と
い
う
野
村
さ

ん
は
、「
ふ
ら
の
ワ
イ
ン
」
の
応
援

団
で
も
あ
り
、
家
に
は
ワ
イ
ン
セ

ラ
ー
も
あ
り
ま
す
。「
ふ
ら
の
ワ
イ

ン
は
、
き
ち
ん
し
た
工
程
で
作
ら

れ
る
誠
実
な
一
品
。
商
品
自
体
に

力
が
あ
る
。精
一
杯
応
援
し
た
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

移る

富⑳ 花ふらの観光協会 な
牛
を
飼
育
し
て
い
る
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
で
も
牧
柵
に
使
用
さ

れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

支
柱
の
打
ち
込
み
は　

月
下
旬

１０

か
ら
各
農
事
組
合
で
始
ま
っ
て
い

ま
す
。　

月
５
日
に
作
業
を
行
っ

１１

た
光
陽
地
区
で
は
、
地
域
の
農
家

約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。
山
林

２０

の
傾
斜
や
砂
地
、
前
日
に
降
っ
た

雪
が
残
る
な
ど
の
悪
条
件
の
な
か
、

重
機
で
開
け
た
仮
穴
に
、
手
作
業

で
一
本
一
本
丁
寧
に
一
定
の
深
さ

ま
で
支
柱
を
打
ち
込
み
、
３
日
間

の
作
業
で
１
０
０
０
本
の
設
置
を

完
了
し
ま
し
た
。参
加
者
は「
ネ
ッ

ト
を
張
る
作
業
が
ま
だ
残
っ
て
い

ま
す
が
、
エ
ゾ
シ
カ
に
よ
る
被
害

が
少
な
く
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄

せ
、
ま
た
別
の
参
加
者
は
「
地
域

が
協
力
し
て
事
業
に
取
り
組
ん
だ

こ
と
で
一
体
感
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
生
か
し
て
さ
ら
に
地

域
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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平成１９年度の各会計決算をお知らせします。景気の低迷などにより関係する歳入の伸
び悩みから、厳しい財政状況となっています。決算は９月議会に報告し、決算審査特
別委員会へ付託され、委員会審議ののち、１２月議会でその認否が決められます。

一
般
会
計

　

一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
１
２
２

億
６
０
０
０
万
円
で
し
た
が
、
歳
入
歳

出
に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
０
０
０
万
円
の

減
額
補
正
が
行
わ
れ
、
平
成　

年
度
の

１８

繰
越
明
許
費
４
０
４
６
万
円
、
事
故
繰

越
４
５
４
０
万
円
を
合
わ
せ
予
算
現
額

は
１
２
１
億
９
５
８
６
万
円
に
な
り
ま

し
た
。

　

歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引

き
、
さ
ら
に
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き

財
源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
額
は
、
１

億
７
６
５
５
万
円
で
黒
字
決
算
と
な
り

ま
し
た
。

特
別
会
計

　

６
つ
の
特
別
会
計
の
当
初
予
算
額
は

　

億
９
２
２
０
万
円
で
、
５
５
０
６
万

８５円
を
減
額
補
正
し
介
護
保
険
会
計
の
平

成　

年
度
繰
越
明
許
費
３
４
８
万
円
と

１８
合
わ
せ
、
予
算
現
額
は　

億
４
０
６
２

８５

万
円
に
な
り
ま
し
た
。
歳
入
合
計
額
と

歳
出
合
計
額
の
差
し
引
き
額
は
６
４
２

０
万
円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
す
。

企
業
会
計

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
の
ほ
か
に
独

立
し
た
水
道
と
ワ
イ
ン
の
企
業
会
計
が

あ
り
ま
す
。
２
つ
の
会
計
の
当
初
予
算

額
は　

億
１
４
１
０
万
円
で
、
２
１
６

１４
万
円
を
増
額
補
正
し
、
予
算
現

額
は　

億
１
６
２
６
万
円
に
な

１４

り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
の
資
本
的
収

入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対
し

て
不
足
す
る
１
億
４
１
３
３
万

円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
資
本

的
収
支
調
整
額
２
３
０
万
円
と

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金

１
億
３
９
０
３
万
円
で
補
て
ん

し
て
い
ま
す
。

　

ワ
イ
ン
事
業
会
計
の
資
本
的

収
入
額
が
資
本
的
支
出
額
に
対

し
て
不
足
す
る
２
億
８
５
３
１

万
円
は
、
当
年
度
分
消
費
税
資

本
的
収
支
調
整
額
１
０
９
３
万

円
と
、
過
年
度
分
損
益
勘
定
留

保
資
金
２
億
７
４
３
８
万
円
で

補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

一般会計歳入その他の内訳
3億3,203万円分担金及び負担金

2億7,457万円地方譲与税

2億7,870万円地方消費税交付金

1億6,652万円使用料及び手数料

8,606万円財産収入

8,590万円繰越金

8,240万円自動車取得税交付金

1,578万円地方特例交付金

1,056万円利子割交付金

1,080万円ゴルフ場利用税交付金

871万円寄附金

558万円配当割交付金

485万円交通安全対策特別交付金

308万円株式等譲渡所得割交付金

97万円国有提供施設等所在市町
村助成交付金

平平成成1199年年度度決決算算とと財財政政状状況況
刷問 財政課　拶39‐２３０６　

差引収支歳　　出歳　　入会　　　　計

384万円32億3,377万円32億3,761万円国民健康保険

3,823万円14億2,683万円14億6,506万円介 護 保 険

8万円27億4,452万円27億4,460万円老 人 保 健

94万円2,092万円2,186万円公設市場事業

1,709万円8億8,107万円8億9,816万円下 水 道 事 業

402万円1億8,517万円1億8,919万円簡易水道事業

特別会計

補てん額支　　出収　　入会　　　　計

4億4,219万円4億5,171万円収益的収支水 道

事 業 1億4,133万円1億8,771万円4,638万円資本的収支

4億470万円4億4,644万円収益的収支ワイン

事 業 2億8,531万円2億8,531万円資本的収支

企業会計

歳入総額
１２２億2,047万円

市市税税
2244億億9,019,0177万円万円
（20.4％（20.4％））

市市債債
66億億9,259,2511万円万円
（5.6％（5.6％））

国庫支出国庫支出金金
1111億億5,895,8955万円万円
（9.5％（9.5％））

道支出道支出金金
66億億5,585,5877万円万円
（5.4％（5.4％））

諸収諸収入入
3億5,673億5,6711万円万円
（2.9％（2.9％））

繰入繰入金金
77億億8,328,3255万円万円
（6.4％（6.4％）） そのその他他

1133億億6,656,6511万円万円
（11.2％（11.2％））

地方交付地方交付税税
4477億億1,651,6500万円万円
（38.6％（38.6％））
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主な事業と費用

739万円
山部･東山地区コミュニティカー
運行事業

7億4,691万円地域センター病院改築対策事業

2億3,935万円ごみ処理の広域化事業

1,199万円交通安全対策事業

1億3,737万円中山間地域等直接支払事業

4,233万円防衛施設周辺農業用施設設置事業

350万円
富良野・美瑛キャンペーン
推進事業

1億9,138万円東４線道路改良舗装事業

3,853万円北１丁目１道路改良舗装事業

1億9,037万円
富良野道路市道５区３線
道路改良事業

1億5,887万円土地区画整理事業

1,181万円
(1,101万円)

公営住宅建設事業
（うち解体工事費）

500万円全国高等学校選抜スキー大会補助金

市債の現在高
金　　　額区　　　分会計

127億7,512万円一般会計市債合計

1億8,635万円市場事業債

特別会計 55億6,051万円下水道事業債

6億4,361万円簡易水道事業債

35億5,998万円上水道事業債企業会計

平成19年度決算にもとづく

富良野市の「健全化判断比率等」
　　　　　　　　を公表します
　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
が平成20年4月から一部施行され、市の財政状況
を判断するために設けられた健全化判断比率を
市民のみなさんに公表することとなりました。
　平成21年度からは、同法が完全施行になり、
早期健全化基準及び財政再生基準を超過した場
合、健全化計画及び財政再生計画の策定が義務
付けられます。
　富良野市はいずれの指標も早期健全化基準を
下回っておりますが、厳しい財政状況に変わり
はありませんので、引き続き効率的な財政運営
を進めていきます。

虚健全化判断比率

国の基準
富良野市の
健全化判断比率 財政再生早期健全化

20％13.82％実質赤字額なし実質赤字比率

40％18.82％実質赤字額なし
連結実質赤字

比 率

35％25％13.2％
実 質 公 債 費

比 率

350％129.2％将来負担比率

許資金不足比率

　下記の富良野市における各公営企業会計について

は、資金不足（赤字）は生じていません。

対象公営企業会計

陰公設地方卸売市場事業特別会計

隠公共下水道事業特別会計韻簡易水道事業特別会計

吋水道事業会計右ワイン事業会計

陰実質赤字比率

　 一般会計の赤字額を市税等の財源の規模と

比較して指標化し財政運営の深刻度を示します。

隠連結実質赤字比率

　すべての会計の赤字と黒字を合算(連結)して、

地方公共団体全体としての赤字の程度を市税等

の財源の規模と比較して指標化し、財政運営の

深刻度を示します。

韻実質公債費比率

　地方債等の返済額の大きさを指標化し、資金

繰りの危険度を示します。

吋将来負担比率

　地方公共団体の一般会計の地方債や将来支払

うことになる可能性のある負担等の現時点での

残高を指標化し、将来財政を圧迫する可能性が

高いかどうかを示します。

右資金不足比率

　公営企業の資金不足(赤字)の状況を指標化し

て、経営状況の深刻度を示します。

市民１人当たり
行政経費

487,150円

市民１人当たり
市税負担額

100,735円

歳出総額
１２0億4,232万円

民生民生費費
2288億億5,145,1411万円万円
（23.7％（23.7％））

土木土木費費
1155億億9,489,4811万円万円
（13.2％（13.2％））

公債公債費費
1155億億5,265,2611万円万円
（12.9％（12.9％））

総務総務費費
1122億億171733万円万円
（10.0％（10.0％））

教育教育費費
1122億億2,372,3722万円万円
（10.2％（10.2％））

農林業農林業費費
99億億1,971,9733万円万円
（7.6％（7.6％））

衛生衛生費費
1166億億5,645,6499万円万円
（13.8％（13.8％））

消防消防費費
44億億3,633,6355万円万円
（3.6％（3.6％））

商工商工費費
44億億2,322,3255万円万円
（3.5％（3.5％））

議会議会費費
11億億4,914,9111万円万円
（1.2％（1.2％）） 労働労働費費

3,313,3111万円万円
（0.3％（0.3％））
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ハロウィン効果で本の貸出が２倍に

年で２回目となる「ハロウィンパー

ティ」が１１月１日、図書館まつりに

合わせて行われました。これは、子ども

たちに異文化に触れてもらいたい、図書

館に足を運んでもらいたいと企画。本を

５冊以上借りるか、クイズに答えるとプ

レゼントがもらえるハロウィンラリーや

外国語指導助手の二人が考えたゲーム、

わたあめの配布などが行われ、図書館に

は普段の３倍の約１５００名が来場し、児童

書の貸出は２倍の１３００冊にもなりました。

今

環境対策にハイブリットバスを初導入

らのバス株式会社(大竹泰文社長)

は、ハイブリットバスを初めて導

入し、富良野と旭川を結ぶ快速ラベン

ダー号の運行に使用しています。

　ハイブリットバスは、エンジンとモー

ターを併用することで、従来のバスに比

べ燃費が3割向上し、二酸化炭素の排出

削減にも効果があります。ふらのバスで

は「今後も環境対策に力を入れながら、

市民の足を守ります」と話しています。

ふ

　
こ
の
秋
に
収
穫
し
た
ぶ
ど
う
を

使
っ
た
白
ワ
イ
ン
「
新
酒
　
富
良
野

２
０
０
８
」
の
発
売
が
　
月
　
日
か

１１

１９

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
発
売
に
合
わ
せ
て
、
新
酒
の
ワ
イ

ン
を
一
足
早
く
楽
し
む
「
ふ
ら
の
ワ

イ
ン
華
酔
祭
」
が
　
日
の
夜
、
ワ
イ

１８

ン
ハ
ウ
ス
で
開
か
れ
市
民
約
1
2

0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
年
の
ブ
ド
ウ
は
霜
の
影
響
な

ど
で
、
例
年
よ
り
少
な
い
収
穫
量
と

な
り
ま
し
た
が
、
寒
暖
の
差
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
高
い
糖
度
の
ぶ
ど
う

が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
ま
で
は
、
オ
リ
ビ
ア
と
い
う

単
一
の
ブ
ド
ウ
か
ら
新
酒
の
ワ
イ

ン
を
造
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

収
穫
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
オ
リ
ビ
ア
と
セ
イ
ベ
ル
を
ブ
レ

ン
ド
し
て
醸
造
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な

口
当
た
り
が
特
徴
の
ワ
イ
ン
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
新
酒
ワ
イ
ン
を
待
ち

わ
び
た
参
加
者
は
「
新
酒
　
富
良
野

２
０
０
８
」
を
樽
か
ら
注
ぎ
、
グ
ラ

ス
を
傾
け
て
乾
杯
。
参
加
者
か
ら
は

「
さ
わ
や
か
で
飲
み
や
す
い
。
香
り

も
良
い
の
で
、
贈
り
物
に
も
ぴ
っ
た

り
」
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。
　
新
酒
の
ほ
か
に
も
シ
ャ
ト
ー

新
酒
ワ
イ
ン
に
酔
い
し
れ

新
酒
ワ
イ
ン
に
酔
い
し
れ
るる

華
酔
祭
に
市
民
１
２
０
人
が
参
加

（
赤
・
白
）
や
バ
レ
ル
（
白
）
な
ど

人
気
の
ワ
イ
ン
を
８
種
類
も
飲
み

比
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
料
理

は
富
良
野
産
の
食
材
を
活
用
し
、
ふ

ら
の
ワ
イ
ン
に
良
く
合
う
、
パ
エ
リ

ア
や
牛
バ
ラ
肉
の
ふ
ら
の
ワ
イ
ン

煮
な
ど
　
種
類
が
並
べ
ら
れ
、
参
加

２１

者
は
思
い
思
い
に
ワ
イ
ン
づ
く
し

の
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。
　
ぶ
ど
う
果
樹
研
究
所
で
は
「
来
年

も
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
に
楽
し

ん
で
ほ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
新
酒
　
富
良
野
２
０
０
８
」
は

１
５
０
０
本
限
定
で
１
本
１
３
０

０
円
で
、
市
内
酒
販
店
に
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
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占冠村
ウィンターシーズン到来！

トマムスキー場オープン！

　スキーヤーからスノーボーダー
まで思う存分楽しめるトマムス
キー場が、１２月1日(予定)オープン
します！
　トマム山には、上級者限定コー
スから初級者ゲレンデコースまで
多彩なコースがあります。パウ
ダーを超えたシルキースノーの
コースをこの冬楽しんでみません
か？

架観光協会　拶３９‐８０１０

中富良野町
北星スキー場がオープンします

　ウインターシーズン到来！！
　夏のラベンダー畑が、冬は町の
景色を一望できるスキー場になり
ます。初心者から上級者、スノー
ボーダーやファミリー、みんなで
楽しめます。
　ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２７日臥

架産業建設課　拶４４‐２１２３　

南富良野町

国設南ふらのスキー場オープン

　フラノ・トマム・サホロといっ
た有名なリゾートスキー場に囲ま
れている中で、雪質・設備とも劣
らず、町営だからできる低料金が
魅力的！
　初級者から上級者まで楽しめま
すので、ぜひお越しください。

オープン予定日　１２月２０日臥

架産業課　拶５３‐2１７８

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

上富良野町

第２２回北の大文字

　年越し恒例のイベント「北の大文
字」を日の出公園で行います。上富
良野神社で採火した御神火を「大」
の文字に点火すると、新年の幕開け
です。大文字の点火に参加していた
だける御神火の点火人を募集しま
す。当日参加も歓迎します。
※日の出公園会場の駐車場は台数
に限りがありますので、ご理解ご協
力ください。

と　き　１２月３１日我午後１１時３０分

架運営委員会事務局拶45‐２１９１

土芸能の北海へそ踊りを伝承し

ている北海へそ踊り保存会が、創

立してから３０年を迎えました。１１月８日、

市内ホテルで行われた記念式典では、北

海へそ踊り保存会の３０年間の活動の映

像が流され、保存会のメンバーは当時を

思い出しながら懐かしんでいました。木

村哲会長は「これからも力を込めて踊り

に取り組み、へそ踊りを後世に伝えいき

たい」と決意を述べていました。

郷

へそ踊りを後世に伝承し続けて３０年

及川さんの自宅を教

室に、４０代～７０代の

主婦約２０名で毎週水

曜日に活動していま

す。古い布(帯や浴衣

など)を再製して実

用的なパッチワーク

の作品づくり(ベッ

ドカバーやタペスト

リーなど）に励んで

います。興味のある

方は及川さん(拶23‐

3661)まで。

古布遊会
（代表　及川幸子さん）

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問い合わせ先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

化の日を中心に富良野・山部・

東山・麓郷・布部で市民文化祭

が行われ、どの会場も芸術の秋を楽し

もうと多くの市民で賑わっていまし

た。東山会場では、絵画や写真、書道

など多彩な作品が並んだほか、そば打

ち体験やトールペイントも行われ人

気を集めていました。また、東山保育

所など１３グループが出演した芸能発

表では、美しい歌声や迫力ある演奏が

披露され来場者を魅了していました。

市内５会場で市民総合文化祭

文
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ごみＱ＆Ａ

分別に迷ったら、市民環境課(緯３９‐２３０８)へ

寄付  ありがとうございます
富良野市へ

　帰山房子、隆至、純郎（緑町）
　　金10万円 

　富良野物産協会（本町）
　　アカエゾマツ他苗木225本 

　陸上自衛隊上富良野駐屯地
　有志一同（上富良野町）

金10万円 
　大北土建工業珂（本町）

　　フラワーポット10基 
　　パラソル３基 

順不同・敬称略

電気を使用しない保温ポット(魔法びんタイプ)は、どのよ
うに処分すれば良いのですか？Ｑ
びんポスト横にある陶磁器ガラス用の青いコンテナに入れ
てください。なお、電気ポットなどの電気製品は、市役所

または、支所でごみ処理券を購入して粗大ごみとして処分をし
てください。

Ａ

包丁やナイフなどの刃物は、どのように処分すれば良いの
ですか？Ｑ
危険のないように厚紙などで包み、「刃物」と表示して透明
袋に入れ、金属類ごみで出してください。他のごみ袋には、

危険ですので絶対に入れないでください。

Ａ

 譲
り
ま
す
 

捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
タ
イ
プ
）
捌

ス
テ
レ
オ
コ
ン
ポ
捌
反
射
式
ス
ト
ー
ブ

捌
介
護
用
電
動
ベ
ッ
ド
捌
ビ
リ
ヤ
ー
ド

（
お
も
ち
ゃ
）
捌
小
型
電
気
温
風
器
捌
電

気
堀
こ
た
つ
用
ヒ
ー
タ
ー
捌
木
製
学
習

机
捌
ス
キ
ー
一
式
（
大
人
）
捌
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
一
式
捌
女
の
子
正
装

一
式
捌
男
の
子
革
靴
（　

唖
）

２０

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
用
ク
ラ
ブ
捌
回
転
台

付
ハ
ン
ド
ミ
キ
サ
ー
捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

捌
ひ
ざ
掛
け
捌
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
捌
本

棚

消費者相談 Ｑ＆Ａ

Ｑ

A

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「エクスパック」を悪用した振り込め詐欺
　　　　　　　　　　　　　　　　　（５０代 男性）

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

警察や金融機関が振り込め詐欺対策としてATM
（現金自動受払機）警戒を強める中、日本郵便の

速達小包サービス「エクスパック」を悪用した振り込
め詐欺被害があると聞きますがどのような手口なの
でしょうか。

日本郵便の「エクスパック」とは、全国一律５００
円で荷物を送れる速達小包サービスで、郵便局や

一部のコンビニで専用封筒を買い、ポストに投函する
か郵便局の窓口へ持ち込めば、原則翌日に配達される
ものです。
　この「エクスパック」に現金を入れてポストに投函
するという、「エクスパック」の利便性を悪用した詐
欺が現在多発しています。具体的には、「お金を貸す」
と持ちかけてその保証金名目で騙しとる「融資保証金
詐欺」や、アダルトサイトの登録料が未納などと架空
の事実を理由に騙す「架空請求詐欺」などで使われて
います。コンビニで購入でき、切手を貼ることなく手
軽に投函できるのがミソですが、本来「エクスパック」
では、現金を送ることはできません。
　警察は、「エクスパックは便利なサービスですが、
騙す側にとっても都合が良いため、エクスパックでお
金を送るよう言われたら詐欺と疑って！」と警告して
います。「おかしいな？」「変だな？」と思ったら、ま
ず消費生活センターへご相談ください。
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

与
を
続
け
る
と
効
果
を
短
縮
さ
せ
、

だ
ん
だ
ん
鼻
づ
ま
り
が
進
行
し
て

頻
回
に
投
与
を
繰
り
返
す
よ
う
に

な
り
、
悪
循
環
に
陥
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
し
て
数
カ
月
以
上
続
け

た
場
合
に
は
、
鼻
粘
膜
を
障
害
し
、

効
果
的
な
治
療
の
難
し
い
点
鼻
薬

性
鼻
炎
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
鼻
閉
に

対
す
る
市
販
の
点
鼻
薬
の
使
い
方

と
し
て
、
短
期
間
の
使
用
に
関
し

て
は
速
効
性
が
期
待
で
き
有
効
な

治
療
法
の
一
つ
だ
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
し
ば
ら
く
使
用
し
て
も
鼻
づ

ま
り
が
改
善
し
な
か
っ
た
り
、
ま

た
す
ぐ
に
使
い
た
く
な
っ
て
し
ま

う
状
態
を
繰
り
返
す
場
合
に
は
、

鼻
疾
患
の
治
療
の
た
め
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
が
必
要
と
思
い

ま
す
。

※
市
販
点
鼻
薬
の
す
べ
て
に
血
管

収
縮
薬
が
含
ま
れ
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
す
る

点
鼻
薬
（
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
、
抗
ア

レ
ル
ギ
ー
剤
）
は
問
題
あ
り
ま
せ

ん
。

富良野医師会　理事　林　浩　先生　 ●点鼻薬の使い方について

　
　

点
鼻
薬
は
効
果
的
に

　
　

使
用
し
ま
し
ょ
う

　

風
邪
を
ひ
い
た
と
き
な
ど
鼻
の

つ
ま
り
が
苦
し
く
な
っ
た
と
き
に
、

市
販
の
点
鼻
薬
を
使
う
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
点
鼻
薬
は
適
切
に

使
用
す
れ
ば
、
効
果
は
迅
速
で
鼻

粘
膜
の 
腫
脹 
を
取
り
除
き
、
鼻
内

し
ゅ
ち
ょ
う

の
空
気
の
流
れ
を
改
善
す
る
こ
と

な
ど
か
ら
著
効
を
期
待
で
き
る
薬

物
で
す
。
し
か
し
、
使
用
法
を
誤

れ
ば
、
効
果
を
期
待
で
き
な
い
ば

か
り
で
な
く
、
病
状
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
も
時
に
は
あ
り
ま
す
。

　
　

点
鼻
薬
に
対
す
る
考
え
方
、

　
　

正
し
い
使
い
方

　

点
鼻
薬
使
用
の
き
っ
か
け
と
し

て
は
、
感
冒
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻

炎
、
副
鼻
腔
炎
（
蓄
膿
症
）、
鼻
中

隔
わ
ん
曲
症
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

正
常
な
鼻
の
方
で
も
ち
ょ
っ
と
鼻

づ
ま
り
が
気
に
な
っ
て
・
・
・
と
使

い
始
め
る
方
も
い
る
よ
う
で
す
。

大
部
分
の
市
販
の
点
鼻
薬
は
、
速

効
性
に
鼻
づ
ま
り
を
解
消
す
る
た

め
血
管
収
縮
薬
と
い
う
成
分
が
含

ま
れ
て
お
り
、
ま
た
、
使
い
方
が

簡
単
で
非
常
に
有
効
な
た
め
、
鼻

腔
は
本
来
よ
り
も
通
り
が
良
す
ぎ

る
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

感
冒
時
に
短
期
間
使
用
す
る
の

は
問
題
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ア

レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
や
副
鼻
腔
炎
な

ど
の
慢
性
の
疾
患
に
対
し
て
は
、

長
期
に
わ
た
っ
て
漫
然
と
局
所
投

「ふれあい広場はたのしいよ♪」

　中田　 來愛 さん（３歳５カ月（３歳５カ月））
る　な

新光町

　友定　 樹韻 さん（３歳２カ月）（３歳２カ月）
じゅね

緑町

左から
　「クリスマスプレゼントが
 　 楽しみです竃」

　橘　 帆香 さん（４歳７カ月（４歳７カ月））
ほのか

　　　 真衣 さん（２歳２カ月（２歳２カ月））東町
ま　い
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このページは広告料収入で作成しています

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

運
転
免
許
証
が
I
C
カ
ー
ド
に

　
平
成
　
年
１
月
か
ら
Ｉ
Ｃ
カ
ー

２１

ド
免
許
証
の
発
行
を
開
始
し
ま
す
。

○
I
C
カ
ー
ド
免
許
証
は
、
偽
変

造
が
極
め
て
困
難
で
不
正
使
用
を

防
止
で
き
、
本
籍
は
I
C
チ
ッ
プ

の
み
に
記
録
さ
れ
る
た
め
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
が
保
護
で
き
ま
す
。

○
I
C
カ
ー
ド
免
許
証
に
は
、
表

面
（
当
分
の
間
住
所
を
除
く
）
の

記
載
内
容
が
I
C
チ
ッ
プ
に
記
録

さ
れ
、
I
C
チ
ッ
プ
の
読
み
取
り

に
は
暗
証
番
号
（
４
桁
の
数
字
が

２
組
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
手
数
料
は
、
I
C
チ
ッ
プ
が
含

ま
れ
る
の
で
、
従
来
の
手
数
料
に

４
５
０
円
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動

推
進
中

飲
酒
運
転
は
重
大
な
犯
罪
で
す

　
飲
酒
運
転
根
絶
の
気
運
が
高
ま

る
中
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な

い
飲
酒
運
転
。
飲
酒
運
転
は
、
重

大
な
犯
罪
行
為
で
あ
り
、
社
会
的

な
非
難
も
大
き
く
、
重
い
処
罰
に

加
え
、
事
故
を
起
こ
せ
ば
多
大
な

賠
償
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
地
域
、
職
場
、
家
庭
で
「
飲
酒

し
た
ら
運
転
し
な
い
」「
運
転
す
る

人
に
は
飲
ま
せ
な
い
」
を
徹
底
し

ま
し
ょ
う
。

ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
運
動
と
は

　
自
動
車
で
仲
間
と
飲
食
店
な
ど

へ
行
く
場
合
に
、
お
酒
を
飲
ま
な

い
人
（
ハ
ン
ド
ル
キ
ー
パ
ー
）
を

決
め
、
そ
の
人
が
、
仲
間
を
自
宅

ま
で
送
り
届
け
る
運
動
で
す
。

　
こ
の
運
動
に
積
極
的
に
参
加
し
、

飲
酒
運
転
を
根
絶
し
ま
し
ょ
う
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

犯
罪
や
事
故
の
な
い
年
末
を

　
年
末
は
、
空
き
巣
や
振
り
込
め

詐
欺
、
自
動
車
盗
難
な
ど
の
市
民

生
活
に
身
近
な
犯
罪
の
多
発
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　
安
全
で
安
心
な
年
末
を
送
り
、

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
迎
え
る
た

め
、
犯
罪
被
害
や
事
故
に
あ
わ
な

い
よ
う
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

なぜ人は詐欺師に

ダマされるのか
　　　　　内藤　誼人　著

最近話題の振り込め詐欺か
らリフォーム詐欺、架空投資、
霊感商法、夜の街でのボッタ
クリまで、私たちの日常のい
たるところに詐欺や違法ス
レスレの悪徳商法が転がっ
ている。それにしても人はな
ぜダマされるのだろう。

架図書館　拶２２‐３００５

1日俄、8日俄、15日俄、22日俄、１２月の休館日　

２３日峨、２6日画、２9日俄　　　　　　　

１２月３１日我～1月5日俄年末年始休館日

２階多目的ホール　

　１２月１３日臥午前１０時３０分　「おはなし会」

　１２月１７日我午後３時

　「どんぐりクリスマスおはなし会」

１階おはなしコーナー　

　１２月３日我、１０日我　午後3時

　「どんぐりおはなし会」

開館時間　火～金曜日　午前１０時～午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時～午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本

●児童書（新着）
黒田　かおるゆきだるまのあたま
あきやまただしまめうしのクリスマス

●一般書（新着）
加藤　広謎手本忠臣蔵(上・下)
山本　一力粗茶を一服
小池　真理子午後の音楽

虚
家
を
留
守
に
す
る
時
は
必
ず
戸

締
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
す
ぐ
戻
る

か
ら
と
い
う
気
持
ち
が
危
険
で
す
。

許
電
話
で
の
振
り
込
み
や
還
付
の

連
絡
が
あ
っ
た
時
は
、
す
ぐ
に
振

り
込
ま
ず
、
身
近
な
人
や
警
察
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

距
自
動
車
か
ら
離
れ
る
時
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
、
ド

ア
ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。
車
内

に
は
、
バ
ッ
グ
や
現
金
な
ど
の
貴

重
品
を
は
じ
め
、
物
を
置
か
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

調
理
師
の
方
は
就
業
届
出
を

　
調
理
業
務
に
従
事
さ
れ
て
い
る

調
理
師
の
方
は
、
調
理
師
法
で
２

年
ご
と
に
就
業
届
出
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。　

月
　
日
現

１２

３１

在
の
就
業
状
況
に
関
す
る
就
業
届

を
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
限
　

　
　
平
成
　
年
１
月
　
日
牙
ま
で

２１

１５

用
紙
配
布
及
び
届
出
先

ニ
ュ
ー
樹
海
（
朝
日
町
６
番
　
号
）

３２

　
　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
８
８
０

酒
場
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
（
山
部
４
町
内
）

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
５
４
８

架
富
良
野
保
健
所
健
康
推
進
課

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
３
１
６
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

虚
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
る
に

は
届
出
が
必
要
で
す

　
税
源
移
譲
で
所
得
税
が
減
税
と

な
り
、
控
除
で
き
る
住
宅
ロ
ー
ン

控
除
額
が
残
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

平
成
　
年
末
ま
で
に
入
居
し
、
所

１８

得
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け

て
い
る
方
で
、
所
得
税
か
ら
控
除

し
き
れ
な
か
っ
た
額
が
あ
る
場
合

は
、
翌
年
度
の
住
民
税
（
所
得
割
）

か
ら
控
除
さ
れ
ま
す
。

※
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の

適
用
を
受
け
る
に
は
毎
年
申
告
書

の
提
出
が
必
要
で
す
。

申
告
期
限
　

　
　
平
成
　
年
３
月
　
日
俄
ま
で

２１

１６

許
公
的
年
金
等
所
得
か
ら
の
特
別

徴
収
（
年
金
天
引
き
）
が
導
入
さ

れ
ま
す
（
平
成
　
年
度
か
ら
）

２１

　
　
歳
以
上
の
方
の
公
的
年
金
等

６５
に
係
る
市
道
民
税
は
、
現
在
、
納
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付
書
ま
た
は
口
座
振
替
で
個
別
に

納
め
る
方
法
（
普
通
徴
収
）
で
す

が
、
平
成
　
年
　
月
支
給
分
の
公

２１

１０

的
年
金
等
か
ら
原
則
と
し
て
公
的

年
金
等
支
給
者
（
社
会
保
険
庁
等
）

が
市
道
民
税
を
引
き
去
り
、
市
に

納
入
す
る
方
法
（
特
別
徴
収
）
に

変
更
さ
れ
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
方
は
、
４
月
１
日

現
在
で
老
齢
基
礎
年
金
等
を
受
け

て
い
る
人
で
公
的
年
金
等
に
係
る

市
道
民
税
が
課
さ
れ
て
い
る
方

（
老
齢
基
礎
年
金
額
が
年
間
　
万
１８

円
未
満
で
あ
る
方
や
、
介
護
保
険

料
額
等
と
合
わ
せ
た
特
別
徴
収
税

額
が
年
金
額
を
超
え
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。）
で
す
。

※
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
方
は
、

６
月
中
旬
ま
で
に
特
別
徴
収
税
額

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

距
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

等
の
課
税
が
変
わ
り
ま
す
　
　
　

（
平
成
　
年
度
か
ら
）

２２

　
上
場
株
式
等
に
係
る
譲
渡
所
得

等
の
税
率
が
変
更
（
３
％
→
５
％
）

と
な
り
、
２
年
間
の
経
過
措
置
（
譲

渡
所
得
等
の
５
０
０
万
円
以
下
は

３
％
）
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

鋸
寄
付
金
控
除
が
変
わ
り
ま
す
　

（
平
成
　
年
度
か
ら
）

２１

　
市
道
民
税
の
寄
付
金
控
除
の
寄

付
金
対
象
額
が
　
万
円
以
上
だ
っ

１０

た
も
の
が
５
０
０
０
円
以
上
に
引

き
下
げ
ら
れ
る
と
と
も
に
、
適
用

さ
れ
る
上
限
が
総
所
得
金
額
等
の

　
％
か
ら
　
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

２５

３０

ま
し
た
。

　
あ
わ
せ
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
と

し
て
、
地
方
公
共
団
体
に
寄
付
し

た
場
合
は
５
０
０
０
円
を
超
え
る

部
分
に
つ
い
て
個
人
市
道
民
税
所

得
割
額
の
概
ね
１
割
を
限
度
と
し

て
所
得
税
と
あ
わ
せ
て
全
額
を
控

除
し
ま
す
。

漁
償
却
資
産
（
固
定
資
産
税
）
の

耐
用
年
数
が
変
わ
り
ま
す
　
　

（
平
成
　
年
度
か
ら
）

２１

　
平
成
　
年
度
の
税
制
改
正
で
、

２０

「
減
価
償
却
資
産
の
耐
用
年
数
等

に
関
す
る
省
令
」
が
改
正
さ
れ
、

機
械
及
び
装
置
を
中
心
に
資
産
区

分
の
見
直
し
・
耐
用
年
数
の
変
更

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
分
の
償
却
資
産

２１

（
固
定
資
産
税
）
の
申
告
か
ら
改
正

後
耐
用
年
数
を
用
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

架
税
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
２

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

平
成
　
年
５
月
　
日
裁
判
員

２１

２１

制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
ら

虚
事
件
ご
と
に
候
補
者
を
選
ぶ

　
裁
判
員
候
補
者
名
簿
の
中
か
ら
、

く
じ
で
候
補
者
が
選
ば
れ
ま
す
。

許
選
任
手
続
期
日
の
お
知
ら
せ

（
呼
出
状
）
や
質
問
票
を
送
付

　
　
　
（
裁
判
の
６
週
間
前
ま
で
）

　
裁
判
員
候
補
者
に
選
任
手
続
期

日
の
お
知
ら
せ
や
質
問
票
を
送
り
、

裁
判
員
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い

事
由
の
有
無
、
裁
判
員
と
な
る
こ

と
を
辞
退
す
る
申
立
て
の
有
無
、

理
由
な
ど
を
尋
ね
ま
す
。

広告①広告②

距
選
任
手
続
期
日
の
当
日
（
裁
判

の
当
日
）

　
裁
判
員
候
補
者
は
当
日
、
裁
判

所
に
行
き
、
裁
判
長
か
ら
不
公
平

な
裁
判
を
す
る
お
そ
れ
の
有
無
、

辞
退
申
立
て
の
有
無
、
理
由
な
ど

の
質
問
を
受
け
ま
す
。

鋸
６
人
の
裁
判
員
を
選
任

　
最
終
的
に
、
事
件
ご
と
に
裁
判

員
６
人
を
選
任
し
ま
す
。
通
常
で

あ
れ
ば
午
前
中
に
選
任
手
続
を
終

了
し
、
午
後
か
ら
審
理
が
始
ま
り

ま
す
。

裁
判
員
制
度
Q
&
A

Q
　
裁
判
員
制
度
は
、
ど
の
よ
う

な
制
度
で
す
か
？

A
　
国
民
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
６

名
が
、
３
名
の
裁
判
官
と
一
緒
に
、

被
告
人
が
有
罪
か
無
罪
か
、
有
罪

の
場
合
に
は
ど
の
よ
う
な
刑
に
す

る
か
を
決
め
る
と
い
う
制
度
で
す
。

　
裁
判
員
制
度
で
は
、
裁
判
の
進

め
方
や
そ
の
内
容
に
、
国
民
の
み

な
さ
ん
の
視
点
や
感
覚
が
反
映
さ

れ
る
た
め
、
裁
判
全
体
に
対
す
る

国
民
の
理
解
が
深
ま
り
、
裁
判
が

よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
、
司
法
へ

の
信
頼
が
高
ま
っ
て
い
く
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

Q
　
仕
事
が
忙
し
い
の
で
す
が
、

辞
退
は
で
き
ま
す
か
？

A
　
「
忙
し
い
」
だ
け
で
は
辞
退
で

き
ま
せ
ん
が
、
と
て
も
重
要
な
仕

事
が
あ
り
、
自
分
で
こ
れ
を
処
理

し
な
け
れ
ば
著
し
い
損
害
が
生
じ

る
と
裁
判
所
が
認
め
た
場
合
の
み

辞
退
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
裁

判
所
で
は
、
裁
判
員
と
し
て
参
加

す
る
こ
と
が
事
業
に
ど
の
位
影
響

が
あ
る
か
な
ど
を
考
慮
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

Q
　
裁
判
員
に
な
っ
た
こ
と
で
、

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
し

ま
せ
ん
か
？

A
　
事
件
関
係
者
か
ら
危
害
を
加

え
ら
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
件
に

つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
み
で
審
理

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
不
安
や
危
険
を
感
じ
る
よ
う
な

事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
す
ぐ

に
裁
判
所
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

架
旭
川
地
方
裁
判
所
事
務
局

拶
０
１
６
６
‐
５
１
‐
６
２
５
５

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

新
年
交
礼
会

と
　
き
　
平
成
　
年
１
月
６
日
峨

２１

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１１

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

会
　
費
　
５
０
０
円

　
　
　
　
（
当
日
会
場
で
徴
収
）

※
事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す

架
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

第
　
回
富
良
野
吹
奏
楽
団

１８
定
期
演
奏
会

と
　
き
　
　
月
　
日
臥
開
場
　
午

１２

１３

後
６
時
、
開
演
　
午
後
６
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目
　
第
２
組
曲
、
恋
人
が
サ
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このページは広告料収入で作成しています

て
い
ま
す
。

※
こ
の
事
業
益
金
の
一
部
を
社
会

福
祉
基
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
。

架
文
化
会
館
拶
３
９
‐
２
３
１
８

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

「
ふ
ら
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
実
行
委
員
募
集

　
来
年
開
催
す
る
「
第
８
回
ふ
ら

の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
ズ
マ
ー
ケ
ッ

ト
」
の
企
画
運
営
を
し
て
く
れ
る

実
行
委
員
と
当
日
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
へ
の
情
熱
、
盛
り
上

げ
よ
う
と
意
欲
の
あ
る
方
は
、
ぜ

ひ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
問
合
せ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

危
険
物
取
扱
者
試
験
・
　
　

消
防
設
備
士
試
験

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
の
種
類
　
甲
種
、
乙
種
（
第

１
～
６
類
）、
丙
種

消
防
設
備
士
試
験

試
験
の
種
類
　
甲
種
（
第
１
～
５

類
）、
乙
種
（
第
１
～
７
類
）

と
　
き
　
平
成
　
年
２
月
１
日
蚊

２１

と
こ
ろ
　
旭
川
市
ほ
か

申
込
み
　
　
月
９
日
峨
～
　
日
我

１２

１７

そ
の
他
　
受
験
願
書
は
、
富
良
野

消
防
本
部
、
山
部
出
張
所
に
あ
り

ま
す
。

架
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

フ
ロ
ア
カ
ー
リ
ン
グ
教
室

と
　
き
　
　
月
　
日
我

１２

１０

　
　
午
後
６
時
　
分
～
８
時
　
分

３０

３０

と
こ
ろ
　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

対
　
象
　
成
人

参
加
料
　
無
料

持
ち
物
　
動
き
や
す
い
服
装
、
上

靴
、
飲
み
物
な
ど

申
込
み
　
　
月
５
日
画
ま
で
に
電

１２

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
み
／
問
合
せ

社
会
教
育
課
拶
３
９
‐
２
３
１
８

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

海
外
た
す
け
あ
い
義
援
金

　
日
本
赤
十
字
社
は
N
H
K
と
の

共
催
で
、
世
界
で
武
力
紛
争
、
自

然
災
害
や
感
染
症
な
ど
に
苦
し
む

人
々
の
た
め
に
「
海
外
た
す
け
あ

い
」義
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。。

　
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

募
集
期
限
　
　
月
　
日
牙
ま
で

１２

２５

受
　
付
　
日
本
赤
十
字
社
富
良
野

市
地
区
（
福
祉
課
内
）
の
窓
口
ま

で
持
参
く
だ
さ
い
。

架
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
生
募
集

と
　
き
　

広告③広告④

　
　
　
　
　
拶
２
２
‐
３
０
７
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

糖
尿
病
教
室
～
上
手
に
冬

を
乗
り
き
る
コ
ツ
は
？

と
　
き
　
　
月
　
日
臥

１２

２０

　
　
　
　
受
付
　
午
前
９
時

　
　
　
　
開
始
　
午
前
９
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　

富
良
野
協
会
病
院
３
階
大
会
議
室

内
　
容
　

虚
血
糖
値
と
体
重
の
関
係

許
ク
リ
ス
マ
ス
、
お
正
月
の
食
事

の
ポ
イ
ン
ト

距
室
内
で
で
き
る
体
操

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
　
月
　
日
峨
ま
で
に
申

１２

１６

し
込
み
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
協
会
病
院
相
談
セ
ン

タ
ー
　
　
　
拶
２
３
‐
２
１
８
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

歳
末
社
会
福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

『
ふ
ら
の
歌
祭
り
』

　
市
内
カ
ラ
オ
ケ
会
、
コ
ー
ラ
ス

団
体
の
ほ
か
、
椎
名
佐
千
子
さ
ん
、

長
峰
令
奈
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え

て
、
富
良
野
に
ま
つ
わ
る
歌
を
特

集
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
７
日
蚊

１２

　
　
　
　
開
場
　
午
後
１
時
　
分
３０

　
　
　
　
開
演
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料
　
前
売
券
　
１
５
０
０
円

　
　
　
　
当
日
券
　
２
０
０
０
円

　
　
中
学
生
以
下
　
　
５
０
０
円

※
前
売
券
は
文
化
会
館
で
販
売
し

ン
タ
ク
ロ
ー
ス
、
ほ
か
ク
リ
ス
マ

ス
曲
集

入
場
料
　
５
０
０
円

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
無
料
）

※
開
演
前
に
ロ
ビ
ー
で
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
一
緒
に
音
楽
を
楽
し
む
団
員
を

募
集
中
（
高
校
生
以
上
）。

架
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み

ち
　
　
　
　
拶
２
３
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
混
声
合
唱
団
　
　

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

と
　
き
　
　
月
　
日
蚊
開
場
　
午

１２

１４

後
１
時
　
分
、
開
演
　
午
後
２
時

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
会
議
室

曲
　
目
　
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
・
メ
ド
レ
ー
、
唱
歌
メ
ド

レ
ー
「
い
つ
の
日
か
」、
百
万
本
の

バ
ラ
な
ど

入
場
料
　
無
料

架
富
良
野
混
声
合
唱
団
　
澤
村
さ

ん
　
　
　
　
拶
２
３
‐
４
３
２
６

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
緑
峰
高
等
学
校
　

吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

と
　
き
　
　
月
　
日
峨
午
後
６
時

１２

２３

と
こ
ろ
　
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

曲
　
目
　
ブ
ラ
イ
ア
ン
の
休
日
、

ク
リ
ス
マ
ス
・
デ
ィ
ス
コ
・
キ
ャ

ロ
ル
、
オ
ー
メ
ン
ズ
・
オ
ブ
・
ラ

ブ
ほ
か

入
場
料
　
３
０
０
円

　
　
　
　
（
小
学
生
以
下
無
料
）

架
富
良
野
緑
峰
高
等
学
校



19 こうほう No.56７

平
成
　
年
１
月
　
日
～
３
月
　
日

２１

１９

１８

午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
５５

と
こ
ろ
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
な

ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
実
習
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電
子
メ
ー
ル
な
ど

の
情
報
通
信
の
活
用
法
な
ど
。
日

商
P
C
検
定
試
験
の
基
礎
級
、
３

級
が
取
得
可
能
で
す
。

対
象
者
　
季
節
労
働
者

定
　
員
　
　
名
（
少
数
の
場
合
は

１０

中
止
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

入
学
経
費
　
授
業
料
は
無
料
で
す

が
、
教
材
費
（
７
０
０
０
円
程
度
）

と
検
定
受
験
料
は
自
己
負
担
と
な

り
ま
す
。

申
込
み
　
　
月
　
日
牙
ま
で
に
、

１２

２５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
あ
る
「
入
学
願

書
」
と
「
健
康
の
自
己
申
告
書
」

を
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

選
考
方
法
　
面
接
に
よ
り
選
考

面
接
日
時
・
場
所
　

平
成
　
年
１
月
７
日
我
午
後
１
時

２１

　
　
　
　
　
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
良
野

　
　
　
　
　
拶
２
３
‐
４
１
２
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

野
生
動
物
の
事
故
死
情
報

の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す

　
博
物
館
と
「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
鳴

く
里
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協
議

会
」
で
は
、
キ
タ
キ
ツ
ネ
、
エ
ゾ

タ
ヌ
キ
、
エ
ゾ
ク
ロ
テ
ン
な
ど
の

野
生
動
物
の
交
通
事
故
死
に
関
す

る
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
主
に
今
年
目
撃
し
た
事
例
に
つ

い
て
、
虚
発
生
時
期
許
発
生
場
所

距
事
故
死
し
た
野
生
動
物
の
種
類

等
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
毎
年
頻
繁
に
事
故
死
を

目
撃
す
る
場
所
も
あ
り
ま
し
た
ら
、

情
報
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

情
報
提
供
の
方
法

　
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

電
話
の
い
ず
れ
か
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
電
子
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

情
報
提
供
し
て
い
た
だ
く
場
合
に

は
、
必
ず
名
前
、
住
所
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
本
調

査
で
得
た
個
人
情
報
は
こ
の
聞
き

取
り
調
査
以
外
で
は
使
用
し
ま
せ

ん
し
、
公
表
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。
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任
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委
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の
日
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３
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間
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０
０
円
、
半
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０
円
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）、

費
用
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交
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道
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上
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方
法
　

　
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
と

応
募
の
動
機
を
記
入
し
て
、
直
接

ま
た
は
封
書
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
電

子
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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年年金金だだよよりり

現況届について
　年金を受給している方には住民基本台帳ネット

ワーク(住基ネット)を活用して、受給権者の確認を

行うことになったため、原則、現況届の提出は不要

になりました。ただし、下記の場合については現況

届またはその他の届出が必要になります。

虚住基ネットを活用した現況確認が行えない場合

　→現況届

許加給年金額を受けられている場合

　→生計維持確認届

距障害の程度の確認が必要な場合→診断書

　提出が必要な届出は、社会保険業務センターから

受給者の方々へ送付されますので、提出期限までに

返送してください。

住所や年金の受取場所が変わるときは届出を
　年金は、希望した金融機関で支払われます。住所

や支払いを受ける金融機関を変更するときには、

「年金受給権者住所・支払機関変更届」を社会保険

事務所に提出してください。

　「住所・支払機関変更届」が提出されないと、年

金の支払額をお知らせする通知書が届かなかった

り、希望する金融機関で年金を受けられない場合が

あります。

年金証書を失くしたときは再交付の手続きを
　「年金証書」を汚したり、失くしたりしたときは、

「年金証書再交付申請書」を社会保険事務所に提出

して、「年金証書」の再交付を受けてください。

　「年金証書」は、年金を受ける権利のあることを

証明するものです。各種の届出や年金相談のときに

必要になりますので、大切に保管しておきましょう。

刷問 市民環境課　拶３９‐２３０１

広告⑤

   国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１８年１２月生まれ(満６５歳)の方は、誕生日の
前日以降に手続きをしてください。　厚生年金を
受給している方は、誕生月に送られてくるはがき
が、基礎年金の手続きになります。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所②番窓口にお越しください。
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■防鹿フェンスの取材で東山光陽地区の作業現場
にお邪魔しました。体験取材ということで、実際に
２本でしたが、埋め込む作業を行いました。エゾシ
カによる被害は作物の種類を問わず１年中発生し、
被害は甚大。自分が埋め込んだ柱が倒され、エゾシ
カが侵入し被害が出ないよう願っています。（と）
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続
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西
脇
工
業
高
校
は
、　

月　
１２

２１

日
、
京
都
市
で
開
催
さ
れ
る
全

国
高
校
駅
伝
大
会
で
史
上
初
の

９
度
目
の
優
勝
を
め
ざ
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ま
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み
な
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ん
の
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し
ま
す
。

西
脇
工
業
高
校
が

全
国
高
校
駅
伝
大
会
出
場
を
決
め
る

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日～金曜日　
　　　　　　　　　午後６時～６時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　１月１日牙　午前１０時～１０時４５分

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ

■西脇市で行なわれた友好親善30周年記念式典に
参加し、西脇市民の方から心温まる歓迎を受け、こ
れまで交流を深めてこられた方々の歴史を感じま
した。今後も色々な分野で両市の友好の輪がますま
す深まればと思います。今回の訪問で、より一層西
脇市が身近に感じられるようになりました。（あ）




